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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】面積 

[問題](2学期期末) 

 右の図は，関数
2xy = ･･･①， 

6+= xy ･･･② のグラフである。次の各問いに答

えなさい。 

(1) 交点 A，Bの座標を求めなさい。 

(2) △AOBの面積を求めなさい。 

 

[解答欄] 

(1)A B (2)  

[解答](1) A ( )4,2− ，B ( )9,3  (2) 15  

[解説] 

<Point> 放物線 2axy = と直線 cbxy += の交点→ cbxax +=2
を解く 

交点においては，
2axy = の yと cbxy += の yが同じなので， 2ax と cbx + が等しくな

る。よって， cbxax +=2
が成り立つ。 

(1) 2xy = と 6+= xy の交点を求めるために， 62 += xx とおく。 

062 =−− xx ， ( )( ) 023 =+− xx ， 2,3 −=x  

3=x のとき 932 ==y ， 2−=x のとき 4=y  よって，A ( )4,2− ，B ( )9,3  

 
<Point> △AOBの面積→ y軸で 2つの三角形に分けて求める。 

(2) 直線 ABと y軸の交点を Cとすると， 

6+= xy の y切片が6なので，OC＝6  

△AOCの面積は，OC＝6を底辺とすると高さは点Aの x座

標より2なので， 626
2
1

=××  

△BOCの面積は，OC＝6を底辺とすると高さは点Bの x座

標より3なので， 936
2
1

=××  

ゆえに，(△AOBの面積)＝ 1596 =+  

 

http://www.fdtext.com/dat/
http://www.fdtext.com/dat/
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[問題](2学期期末) 

 右の図のように，関数 22xy = のグラフと，3点 A，B，C

があります。点 Aの座標は(1，0)で，点 B，Cは放物線上にあ

り，それぞれの x座標は 2，－1です。次の問いに答えなさい。 
(1) 直線 BCの式を求めなさい。 

(2) △OBCの面積を求めなさい。 

(3) △ABCの面積を求めなさい。 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 42 += xy  (2) 6  (3) 9  

[解説] 

(1) 点 Bの x座標は2なので， 22xy = に入して 822 2 =×=y  ゆえに B ( )8,2  

点 Cの x座標は 1− なので， 22xy = に入して ( ) 212 2 =−×=y  ゆえに C ( )2,1−  

直線 BCの式を baxy += とおいて，B ( )8,2 ，C ( )2,1− を代入すると， 

ba += 28 ･･･①， ba +−=2 ･･･② これを連立方程式として解く。 

①－②より， ( )baba +−−+=− 228 ， baba −++= 26 ， 2,36 == aa  

②に 2=a を代入すると， 4,22 =+−= bb  

ゆえに直線 BCの式は 42 += xy  

(2)<Point> △OBCの面積→ y軸で 2つの三角形に分けて求める。 

直線 BCが y軸と交わる点を Dとすると， 

42 += xy より点 Dの y座標は4で OD＝4  

△OBDの底辺を OD＝4とすると， 

点 Bの x座標が2なので，△OBDの高さは2  

ゆえに(△OBDの面積)＝ 424
2
1

=××  

同様に，△OCDの底辺を OD＝4とすると， 

点 Cの x座標が 1− なので，△OCDの高さは1 

ゆえに(OCDの面積)＝ 214
2
1

=××  ゆえに(△OBCの面積)＝ 624 =+  
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(3) <Point> △ABCの面積→ y軸に平行な直線で 2つの三角形に分けて求める。 

点 Aを通って y軸に平行な直線を引き，直線 BCとの交点

を Eとする。 

42 += xy に 1=x を代入すると 6=y  ゆえに点Eの y

座標は6で，AE＝6  

△ABEの底辺を AE＝6とする。点 Bの x座標が2，点 A

の x座標は1なので△ABEの高さは 112 =−  

ゆえに△ABEの面積＝ 316
2
1

=××  

△ACEの底辺を AE＝6とする。点 Cの x座標が 1− ，点 Aの x座標は1なので△ABEの

高さは ( ) 211 =−−  

ゆえに(△ACEの面積)＝ 626
2
1

=××  よって△ABCの面積＝ 936 =+  

 

 

[問題](2学期中間) 

 図の曲線は，関数
2axy = のグラフであり，点 A，B は

曲線上の点で，点 Aの座標は(－2，2)，点 Bの x座標は 4

である。また，点 C は直線 AB と y軸との交点で，点 P

は放物線上を原点 Oから点 Bまで動く点である。 
(1) 関数 2axy = について， aの値を求めなさい。 

(2) 直線 ABの式を求めなさい。 

(3) 三角形 OABの面積を求めなさい。 

(4) 三角形 OCPの面積が三角形 OABの面積の
2
1
になる

とき，点 Pの座標を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 
2
1

=a  (2) 4+= xy  (3) 12 (4) 







2
9,3  



 4

[解説] 

(1) 点 A(－2，2)は 2axy = 上にあるので， 2,2 =−= yx を
2axy = に代入して， 

( )222 −×= a ， 24 =a  ゆえに
2
1

=a  

(2) 直線 ABの式を cbxy += とおく。 

点 Bの x座標は4なので， y座標は 2

2
1 xy = に代入して， 84

2
1 2 =×=y  

cbxy += は点 Bを通るので， 8,4 == yx を代入して cb += 48 ･･･① 

また， cbxy += は点 Aを通るので， 

2,2 =−= yx を代入して cb +−= 22 ･･･② 

①，②を cb, についての連立方程式として解く。 

①－②より， ( ) cbcbcbcb −++=+−−+=− 246,2428 ， 1,66 == bb  

これを①に代入すると， 4,48 =+= cc  

よって 4,1 == cb  ゆえに直線 ABの式は 4+= xy  

(3) 直線 ABの式が 4+= xy なので，点 Cの y座標
は4で OC＝4  

△OBCでOC＝4を底辺とすると，点Bの x座標が4
であることから△OBCの高さは4  

ゆえに(△OBCの面積)＝ 844
2
1

=××  

△OACで OC＝4を底辺とすると，点 Aの x座標が
2− であることから△OACの高さは2  

ゆえに(△OACの面積)＝ 424
2
1

=××  

よって△OABの面積は， 1248 =+  

(4) △OPCの面積は△OABの面積の
2
1
なので 6

2
112 =× 。 

底辺 OC＝4なので△OPCの高さは3  

よって点 Pの x座標は3  

2

2
1 xy = に 3=x を代入すると，

2
93

2
1 2 =×=y  ゆえに点 Pの座標は 








2
9,3  
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，関数
2xy −= のグラフ上に 2点 A，Bがあ

り，関数
2axy = ( a＞0)のグラフ上に点 Cがある。Aの x座標

は－2 で，B と C の x座標はどちらも 1 である。△ABC の面

積が 9cm2 であるとき，関数
2axy = の aの値を求めよ。ただ

し，座標の 1目盛りを 1cmとする。 

(岩手県) 
[解答欄] 

 

[解答] a＝5 

[解説] 

△ABCの底辺を BCとすると，高さは右図の AHになる。 

点 Cの x座標は 1なので， 2axy = に 1=x を代入して ay =  

よって，BC＝ a－(－1)＝a＋1 

AH＝1－(－2)＝1＋2＝3 
ゆえに，(△ABCの面積)＝(底辺 BC)×(高さ AH)÷2 

＝ ( ) ( )
2

13231 +
=÷×+

aa (cm2) 

よって，
( ) 9

2
13
=

+a
， ( ) 61,1813 =+=+ aa ， a＝5 

 
[問題](増補 10)(補充問題)(三平方の定理を使う) 

 右の図のように，原点をＯとし，
2axy = のグラフ上に 2

点 A，Bがある。点 A，Bの x座標はそれぞれ－2，4であ
り，点 Bの y座標は 4である。原点Ｏから直線 ABに垂線

OHをひく。このとき，次の(1)～(4)の各問いに答えなさい。 

(佐賀県) 

(1) aの値を求めなさい。 

(2) 直線ABの式を求めなさい。 

(3) 線分ABの長さを求めなさい。 

(4) 線分OHの長さを求めなさい。 
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[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) 
4
1
 (2) 2

2
1

+= xy  (3) 53  (4) 
5
54

 

[解説] 

(1) 2axy = は点 B(4，4)を通るので， 4,4 == yx を
2axy = に代入して， 

4
1

16
4164,164 ==÷=×= aa  

(2) 点 Aの x座標 2−=x を
2

4
1 xy = に代入すると， 14

4
1

=×=y  

よって点 Aの座標は(－2，1) 

直線 ABの式を cbxy += とおく。 

cbxy += は点 Aを通るので， 1,2 =−= yx を cbxy += に代入して， 

12,21 =+−+−= cbcb ･･･① 

cbxy += は点 B(4，4)を通るので， 4,4 == yx を cbxy += に代入して， 

44,44 =++= cbcb ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。②－①より， 

( )
2
1

6
363,36,324,1424 ==÷===−++−=+−−+ bbcbcbcbcb  

2
1

=b を①に代入すると， 211,11,1
2
12 =+==+−=+×− ccc  

よって，直線 ABの式は， 2
2
1

+= xy となる。 

(3) 2点 ( ) ( )2211 ,,, yxyx の長さは三平方の定理より， 

( ) ( )212
2

12 yyxx −+− となる。 

A(－2，1)，B(4，4)なので， 

(線分 ABの長さ)＝ ( )( ) ( ) 5359459361424 22 =×==+=−+−−  
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(4) △OABの面積を使って OHの長さを求める。 

まず，△OABの面積を求める。 

右図のように，△OABを△OACと△OBCに分ける。 

△OACの底辺を OCとすると，高さは APになる。 

直線 AB の式は 2
2
1

+= xy なので，点 C の y座標は 2

になる。よって，OC＝2 

高さは APで，点 Aの x座標が－2であることより，AP＝2 

よって，(△OACの面積)＝
2
1
×OC×AP＝

2
1
×2×2＝2 

同様にして，(△OBCの面積)＝
2
1
×OC×BQ＝

2
1
×2×4＝4 

ゆえに，(△OABの面積)＝(△OACの面積)＋(△OBCの面積)＝2＋4＝6 

次に，△OABの面積を ABを底辺として考える。このとき，高さは OHなので， 

(△OABの面積)＝
2
1
×AB×OH よって，

2
1
×AB×OH＝6， 

AB＝ 53 なので，
2
1
× 53 ×OH＝6，

2
53
×OH＝6  

OH＝
5
54

5
4

53
26

2
536 ==×=÷  
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【】面積の二等分：△OAB 

[問題](2学期中間) 

 右の図のように，関数
2

2
1 xy = のグラフ上に，点 A，Bが

ある。点 A，B の x座標は，それぞれ－4，2 である。点 O

を通り，△OABの面積を二等分する直線の式を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] xy 5−=  

[解説] 

<Point> △AOBの面積を二等分する OM 

→Mは ABの中点 

△OAMで AMを底辺とすると，高さは OH 

△OBMで BMを底辺とすると，高さは OH 

高さが共通なので，AM＝BMなら面積が等しい。 

中点の求め方：2つの座標の平均をとる。 

 

線分 ABの中点をMとすると，直線 OMは三角形 OABの面積

を二等分する。 

まず，点 A，Bの座標を求める。 

点 Aの x座標は－4なので， x＝－4を 2

2
1 xy = に代入して， 

( )24
2
1

−×=y ＝8 よって，点 Aの座標は(－4，8) 

点 Bの x座標は 2なので， x＝2を 2

2
1 xy = に代入して，  

22
2
1
×=y ＝2 よって，点 Bの座標は(2，2) 

中点Mの座標の x座標は点 A，Bのそれぞれの x座標の平均， 

中点Mの座標の y座標は点 A，Bのそれぞれの y座標の平均。 
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A ( )8,4− ，B ( )2,2 なので， M 





 ++−

2
28,

2
24

，すなわちM ( )5,1−  

OMは原点を通る直線なので， axy = とおくことができる。 

5,1 =−= yx を axy = に代入すると， a−=5  ゆえに 5−=a  

よって OMの式は xy 5−=  

 

 

[問題](2学期中間) 

 右の図は，放物線
2axy = と放物線上の 2点 A，Bを通る

直線のグラフです。A(－2，2)で，B の x座標が 4 のとき，

次の問いに答えなさい。 
(1) aの値を求めなさい。 

(2) 原点 Oを通り，△AOBの面積を 2等分する直線の式を

求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 
2
1

=a  (2) xy 5=  

[解説] 

(1) 2axy = が A(－2，2)を通るので， 2,2 =−= yx を
2axy = に代入する。 

a42 = なので
2
1

=a  

(2) 原点 Oを通り，△AOBの面積を 2等分する直線は AB

の中点Mを通る。 

点 Bの x座標は 4なので， 4=x を 2

2
1 xy = に代入して， 

24
2
1
×=y ＝8 よって，点 Bの座標は(4，8) 

点 A(－2，2)，B(4，8)の中点の座標は 

( )5,1
2

82,
2

42
=






 ++−
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求める直線は原点を通るので bxy = とおくことができる。 

bxy = に 5,1 == yx を代入すると， 15 ×= b ， 5=b  
よって求める直線の式は xy 5=  

 

 

[問題](2学期中間) 

 右の図で，関数
2axy = のグラフ上に，2点 P(1，1)， 

Q(－3，9)がある。このとき，次の問いに答えなさい。 
(1) aの値を求めなさい。 

(2) 2点 P，Qを通る直線の式を求めなさい。 

(3) OPQの面積を求めなさい。ただし，1目盛りを 1cmと

する。 

(4) 原点を通り△OPQの面積を 2等分する直線の式を求め

なさい。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) 1=a  (2) 32 +−= xy  (3) 6 cm2 (4) xy 5−=  

[解説] 

(1) 2axy = は点 P(1，1)を通るので， 2axy = に 1,1 == yx を代入して， 
211 ×= a ， 1=a  

(2) 2点 P，Qを通る直線の式を cbxy += とおく。 

点 P(1，1)を通るので 1,1 == yx を cbxy += に代入して， cb +=1 ･･･① 
点 Q(－3，9) を通るので 9,3 =−= yx を cbxy += に代入して， cb +−= 39 ･･･② 

①，②を cb, についての連立方程式として解く。 

①－②より， ( ) cbcbcbcb −++=−+−−+=− 38,391 ， 2,48 −==− bb  

①に 2−=b を代入して， 3,21 =+−= cc  

ゆえに 3,2 =−= cb  よって，P，Qを通る直線の式は 32 +−= xy  

(3) 32 +−= xy の y切片は3なので OR＝3  

△OPRの底辺を OR＝3とする。点 Pの x座標は1なので，△OPRの高さは1 



 11

ゆえに(△OPRの面積)＝
2
313

2
1

=××  

△OQRの底辺を OR＝3とする。点 Qの x座標は 3− なので， 

△OQRの高さは3  

ゆえに(△OQRの面積)＝
2
933

2
1

=××  

よって(△OPQの面積)＝ 6
2

12
2
9

2
3

==+ cm2 

(4) 線分 PQの中点をMとすると， 

直線 OMは△OPQの面積を 2等分する。 

P(1，1)，Q(－3，9)なので， 

中点Mは ( )5,1
2

19,
2

13
−=






 ++−

 

OMは原点を通る直線なので dxy = とおくことができる。 dxy =
は点 M ( )5,1− を通るので， 5,1 =−= yx を代入して， d−=5 ，

5−=d  ゆえに OMの式は xy 5−=  

 

 

[問題](2学期期末) 

 関数
2axy = のグラフの上に 2点 A，Bがあります。点 Aの座

標が(－2，4)であるとき，次の問いに答えなさい。 
(1) aの値を求めなさい。 

(2) 点 Bの x座標が 4のとき，直線 ABの式を求めなさい。 

(3) △OABの面積を求めなさい。 

(4) B を通り，△OCB の面積を二等分する直線の式を求めなさ

い。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 1=a  (2) 82 += xy  (3) 24  (4) 
3

16
3
8

+= xy  
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[解説] 

(1) 2axy = が点(－2，4)を通るので， 2axy = に 4,2 =−= yx を代入すると， 

( ) 1,44,24 2 ==−×= aaa  
(2) 直線 ABの式を cbxy += とおく。 

直線 ABが(－2，4)を通るので 4,2 =−= yx を cbxy += に代入して cb +−= 24 ･･･① 

点 Bの x座標が 4なので， y座標は 2xy = に代入して 1642 ==y  

16,4 == yx を cbxy += に代入して cb += 416 ･･･② 

①，②を cb, についての連立方程式として解く。 

②－①より， ( )cbcb +−−+=− 24416 ， cbcb −++= 2412 2,612 == bb  

①に 2=b を代入すると， 8,44 =+−= cc  

よって， 8,2 == cb  ゆえに直線 ABの式は 82 += xy  

(3) ABの式が 82 += xy であることより，点 Dの y座標は8  

△OBDの底辺を OD＝8とする。 

点 Bの x座標が4であることより高さは4  

ゆえに(△OBDの面積)＝ 1648
2
1

=××  

△OADの底辺を OD＝8とする。 

点 Aの x座標が 2− であることより高さは2  

ゆえに(△OADの面積)＝ 828
2
1

=××  

ゆえに(△OABの面積)＝ 24816 =+  

(4) 82 += xy に 0=y を代入すると， 820 += x  

4−=x  ゆえに C ( )0,4−  

Bを通り，△OCBの面積を二等分する直線は OCの中点 

M ( )0,2− を通る 

B ( )16,4 ，中点M ( )0,2− を通る直線の式を edxy += とおく。 

16,4 == yx を代入すると， ed += 416 ･･･① 

0,2 =−= yx を代入すると， ed +−= 20 ･･･② 

①－②より，
3
8

6
16,616 === dd  

②に
3
8

=d を代入すると，
3

16,
3

160 =+−= ee  よって，BMは
3

16
3
8

+= xy  
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【】面積の二等分：台形 

[問題](2学期期末) 

 図のように放物線 2axy = 上に点 A(－2，4)，点 B 

(3，9)がある。また，A，B から x軸に下ろした垂線と x軸

の交点をそれぞれM，Nとするとき次の問いに答えよ。 
(1) aの値を求めよ。 

(2) 点 A，Bを通る直線の方程式を求めよ。 

(3) 線分 AB上に点 Pをとる。線分 OPが台形 AMNBの面

積を 2等分するとき，点 Pの座標を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 1=a  (2) 6+= xy  (3) 







12
97,

12
25

 

[解説] 

(1) 2axy = 上に点 A(－2，4)があるので， 4,2 =−= yx を
2axy = に代入して， 

( )224 −×= a ， 44 =a ， 1=a  
(2) 直線 ABの式を cbxy += とおく。 

cbxy += 上に点 A(－2，4)があるので， 4,2 =−= yx を cbxy += に代入して， 

cb +−= 24 ･･･① 

また， cbxy += 上に点 B(3，9)があるので， 9,3 == yx を cbxy += に代入して， 

cb += 39 ･･･② 

①，②を cb, についての連立方程式として解く。 

②－①より， ( )cbcb +−−+=− 2349 ， cbcb −++= 235 ， 1,55 == bb  

これを②に代入すると， 6,39 =+= cc  

ゆえに直線 ABの式は 6+= xy  

(3)(台形 AMNBの面積)＝ ( )
2
65594

2
1

=×+×  

(台形 AMOCの面積)＝ ( ) 10264
2
1

=×+×  

線分 OPが台形 AMNBの面積を 2等分するので， 
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(台形 AMOCの面積)＋(△OPCの面積)＝
2
1

2
65

×  

したがって，(△OPCの面積)＝
4
2510

2
1

2
65

=−×  

底辺を OCとすると，右図の PHが高さになる。 

ゆえに，(△OPCの面積)＝
2
1
×OC×PH＝

4
25

 

OC＝6なので， 6
2
1
× ×PH＝

4
25

 

ゆえに，PH＝
12
253

4
25

=÷  

よって，点 Pの x座標は
12
25
 

12
976

12
256 =+=+= xy  

ゆえに点 Pの座標は 







12
97,

12
25

 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

図で，O は原点，A，B はそれぞれ，直線 2=y と 2

つの関数
22xy = ，

2axy = ( aは定数， a＞0)のグラフ

との交点のうち，x座標が正である点である。また，C，
D は x軸上の点で，四角形 ACDB は正方形である。こ

のとき，次の問いに答えよ。 

(愛知県) 

(1) aの値を求めよ。 

(2) 点 Cを通り，台形 AODBの面積を 2等分する直線の式を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 
9
2

=a  (2) 
3
4

3
4

−= xy  
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[解説] 

(1) 点 Aの y座標は 2なので， 22xy = に 2=y を代入し

て， 1,22 22 == xx ， x＞0なので， 1=x  

よって，点 Cの x座標も 1である。 

次に，四角形 ACDBは正方形で，AC＝2なので，CD＝2 

よって，点 Dの x座標は 1＋2＝3とわかる。 

したがって，点 Bの座標は(3，2)である。 

点 Bは 2axy = 上の点なので， 2axy = に 2,3 == yx を代入して， 

29,32 2 =×= aa  

よって，
9
2

=a  

(2) (台形 AODBの面積)＝(上底 AB＋下底 OD)×(高さ AC)÷2＝(2＋3)×2÷2＝5 

点 Cを通り，台形 AODBの面積を 2等分する直線を右上図の CEとし，AE＝ tとおく。 

(台形 AOCEの面積)＝(上底 AE＋下底 OC)×(高さ AC)÷2＝( t＋1)×2÷2＝ t＋1 

与えられた条件より，(台形 AOCEの面積)＝(台形 AODBの面積)÷2 

よって，
2
31

2
5,

2
51 =−==+ tt  

(直線 CEの傾き)＝
3
4

3
22

2
32 =×=÷=÷= AEAC

AE
AC

 

したがって，直線 CEは， bxy +=
3
4
とおくことができる。 

直線 CEは点 C(1，0)を通るので， bxy +=
3
4
に 0,1 == yx を代入して， 

b+×= 1
3
40 ，よって，

3
4

−=b  

したがって，直線 CEの式は，
3
4

3
4

−= xy となる。 
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【】面積の二等分：平行四辺形 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図のように，平行四辺形 ABCDの頂点 A，Dは放物

線 y ax= 2
上にあり，頂点 B，C は x軸上にある。B，D

の座標が(－5，0)，(3，4)であるとき，次の問いに答えよ。 

(北海道) 

(1) aの値を求めよ。 

(2) 点(2，4)を通り，平行四辺形 ABCDの面積を 2等分す

る直線の方程式を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 
4
9
 (2) y x= +

2
3

8
3

 

[解説] 

<Point>平行四辺形の対角線の交点を通る直線 

→平行四辺形の面積を二等分 

右の平行四辺形で，△OPM≡△ORNなので， 

(△OPMの面積)＝(△ORNの面積) 

よって， 

(PSNMの面積)＝(PSNOの面積)＋(△OPMの面積)＝(PSNOの面積)＋(△ORNの面積) 

＝(△PSRの面積)＝(平行四辺形 PSRQ)÷2 

 

(1) 点 D(3，4)は y ax= 2
上にあるので， 3=x ， 4=y を代入して，

234 ×= a  

よって，a＝
9
4

 

(2) 平行四辺形 ABCDの対角線 AC，BDの交点をHと

すると，平行四辺形 ABCD の面積を 2 等分する直線は

右図の直線 PH になる。H は点 B(－5，0)と点 D(3，4)

の中点なので， 

Hの座標は， 





 ++−

2
40,

2
35

＝(－1，2)となる。 
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直線 PHの式を cbxy += とおく。 

cbxy += は H(－1，2)を通るので， x＝－1， y＝2を代入して， cb +−=2 ･･･① 

cbxy += は P(2，4)を通るので， x＝2， y＝4を代入して， cb += 24 ･･･② 

②－①より， ( ) ( ) bcbcb 32,224 =+−−+=−  よって，
3
232 =÷=b  

3
2

=b を①に代入すると，
3
8

3
22,

3
22 =+=+−= cc  

したがって，直線 PHの式は y x= +
2
3

8
3
となる。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，放物線
2xy = 上に 2 点 A と B を，放物線

2

2
1 xy −= 上に 2 点 C と D をとる。ただし，線分 AB と線分

CDは x軸に平行で，線分 ADと線分 BCは y軸に平行である。
点 Aの x座標が 2のとき，点(1，3)を通り，四角形 ABCDの面

積を 2等分する直線の式を求めなさい。(沖縄県) 

[解答欄] 

 

[解答] 12 += xy  

[解説] 

四角形 ABCDは長方形である。長方形は平行四辺形の一種なので，

長方形ABCDの面積を二等分する直線は，対角線の交点Hを通る。 

点 Hは BD(または AC)の中点なので，Bと Dの座標がわかれば，

点 Hの座標を求めることができる。 

点 Aの x座標が 2なので，点 Dの x座標も 2になる。 

点 Dは 2

2
1 xy −= 上の点なので， x＝2を代入して， 

22
2
1
×−=y ＝－2 よって，点 Dの座標は(2，－2)になる。 
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点 Bは y軸について点 Aと対称なので，点 Bの x座標は－2になる。 

点 Bは 2xy = 上の点なので， x＝－2を代入して， y＝(－2)2＝4 

よって，点 Bの座標は(－2，4) 

Hの座標は，D(2，－2)と B(－2，4)の中点なので， 





 +−−

2
42,

2
22

＝(0，1) 

H(0，1)と P(1，3)を通る直線の式を baxy += とおく。 

baxy += は H(0，1)を通るので， x =0， y＝1を代入して， b+= 01 ･･･① 

baxy += は P(1，3)を通るので， x =1， y＝3を代入して， ba +=3 ･･･② 

①より，b＝1 これを②に代入すると， 13 += a ，よって， 213 =−=a  

したがって，求める直線の式は， 12 += xy となる。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で放物線は
2

2
1 xy = のグラフである。点 A は y軸

上の点で， y座標は 8である。また，点 B，C，Dは放物線

上にあり，四角形 ABCD は平行四辺形で，点 Dの x座標は
正，ADと x軸は平行である。原点を通り，平行四辺形 ABCD

の面積を 2等分する直線の式を求めなさい。(青森県) 

[解答欄] 

 

[解答] xy 5=  

[解説] 

対角線 ACと BDの交点を Hとすると，直線 OHは平行四辺

形 ABCDの面積を二等分する。 

平行四辺形の対角線の交点は，対角線を二等分するので，H

は ACの中点である(BDの中点でもある)。 

したがって Aと Cの座標がわかれば Hの座標を求めること

ができる。 

まず，仮定より，点 Aの座標は(0，8) 
点 Dの y座標は点 Aの y座標と同じなので， y＝8 
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Dは 2

2
1 xy = にあるので， y＝8を代入すると， 16,

2
18 22 == xx ， 

x＞0なので， x＝4 

ABCDは平行四辺形なので，BC＝AD よって，BC＝4 

したがって，点 Cの x座標は， x＝4÷2＝2 

点 Cは 2

2
1 xy = にあるので， x＝2を代入して， 22

2
1
×=y ＝2 

よって，点 Cの座標は(2，2)とわかる。 

点 A(0，8)と点 C(2，2)の中点 Hの座標は， 





 ++

2
28,

2
20

＝(1，5) 

直線 OHは原点を通るので， axy = とおくことができる。 

axy = に x＝1， y＝5を代入すると， 15 ×= a  よって，a＝5 

したがって，直線 OHの式は， xy 5= となる。 
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【】平行四辺形 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 右の図で，①は 1 次関数 122 += xy のグラフ，②は関数

2axy = のグラフである。①と x軸， y軸との交点を，それ
ぞれ A，B とする。②上に点 C をとり，平行四辺形 BAOC

をつくることができるとき， aの値を求めなさい。 

(山形県) 

[解答欄] 

 

[解答]
3
1

=a  

[解説] 

<Point>平行四辺形→対辺が平行で長さが等しい 

122 += xy の y切片は 12なので，点 Bの座標は(0，12) 

122 += xy に 0=y を代入すると， 

6,212,122,1220 −=÷−=−=+= xxxx  

よって，点 Aの座標は(－6，0) 

四角形 BAOCは平行四辺形なので， 

BC // AO，BC＝AO＝6 

よって，点 Cの座標は(6，12) 

点 Cは 2axy = 上の点なので， 12,6 == yx を
2axy = に代入して， 

3
1

36
123612,1236,612 2 ==÷==×= aaa  

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，関数
2axy = ( a＞0)のグラフ上に 2点 A，

Bがある。線分 ABは x軸に平行で，点 Aの x座標は－3であ

る。いま，
2axy = のグラフ上に点 C， y軸上に点 D を，四

角形 ABCDが平行四辺形になるようにとったところ，点 Dの

y座標は 12になった。関数 2axy = の aの値を求めなさい。 
(岩手県) 
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[解答欄] 

 

[解答]
3
1

=a  

[解説] 

<Point>平行四辺形→対辺が平行で長さが等しい 
点Aの x座標は－3で，点BはAと y軸について対称なので， 

点 Bの x座標は 3になる。 

よって，AB＝3－(－3)＝3＋3＝6 

四角形 ABCDは平行四辺形なので，DC＝AB＝6 

したがって，点 Cの x座標は 6になる。 

点 Dの y座標は 12で，DC // ABなので，点 Cの y座標も 12になる。 

点 Cは 2axy = 上の点なので， 12,6 == yx を
2axy = に代入して， 

3
1

36
123612,1236,612 2 ==÷==×= aaa  

 
[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，関数
2

3
1 xy = のグラフ上に x座標が正で

ある点 Pをとる。この点 Pから x軸にひいた垂線と x軸との
交点を Qとする。また， y軸上の 2つの点 A，Bの座標を，

それぞれ(0，2)，(0，－1)とする。直線 APと線分 BQが平行

になるように点 Pをとるとき，点 Pの座標を求めよ。(新潟県) 

[解答欄] 

 

[解答]P(3，3) 

[解説] 

<Point>平行四辺形→対辺が平行で長さが等しい 

AO // PQ，AP // OQなので，四角形 AOQPは平行四辺形にな

る。したがって，PQ＝AO＝2－(－1)＝2＋1＝3 
したがって，点 Pの y座標は 3になる。 
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点 Pは 2

3
1 xy = 上にあるので， 3=y を 2

3
1 xy = に代入して， 9,

3
13 22 == xx  

点 Pの x座標は正なので， 3=x  よって，点 Pの座標は(3，3) 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図の①，②は関数 

2

3
1 xy = ･･･① 5−= xy ･･･② 

のグラフである。点 Oは原点で，点 A，Bはそれぞれ②のグ
ラフが x軸， y軸と交わる点である。また， y軸に平行な直

線 lが x軸および①，②のグラフと交わる点をそれぞれ C，D，

Eとする。四角形 OBEDが平行四辺形になるとき，点 Cの x
座標を求めよ。(佐賀県) 

[解答欄] 

 

[解答]3 

[解説] 

<Point>平行四辺形→対辺が平行で長さが等しい 

四角形 OBEDは平行四辺形なので，DE＝OB 

点 Bは 5−= xy の y切片なので，Bの y座標は－5 

よって，OB＝5 

点 Cの x座標を tx = とすると， 

点 Dの y座標は 2

3
1 ty = で，点 Eの y座標は 5−= ty  

よって，DE＝ ( ) 5
3
15

3
1 22 +−=−− tttt  

DE＝OBなので， ( ) 03,03,0
3
1,55

3
1 222 =−=−=−=+− tttttttt  

0>t なので， 3=t  
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，曲線は関数
2xy = のグラフであり，グラフ上に

2点 A(－1，1)，B(2，4)をとる。また， x軸上に x座標が正

である点 Pをとり，グラフ上に点 Qをとって，四角形 APBQ

をつくる。この四角形 APBQが平行四辺形になるとき，点 Q

の座標を求めなさい。 

(埼玉県) 
[解答欄] 

 

[解答] ( )5,5−  

[解説] 
<Point>平行四辺形→対角線はそれぞれ中点で交わる 

右図のように対角線 AB，PQの交点をMとする。 

対角線の交点はそれぞれの中点になるので， 

Mの座標は A(－1，1)，B(2，4)から， 







 ++−

2
41,

2
21

＝ 







2
5,

2
1
と計算できる。 

また，Mは PQの中点でもある。 

点 Pの y座標は 0である。点 Qの y座標をbとすると， 

5,
2
5

2
0

==
+ bb

 

点 Qは 2xy = 上にあるので， 5=y を 2xy = に代入すると， 
25 x= ，点 Qの x座標は負なので， 5−=x  

よって，点 Qの座標は ( )5,5−  
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[問題](3学期)  
 右の図のように，関数 ( )02 >= aaxy のグラフ上に点

A(8，32)があり，関数 2

4
1 xy −= のグラフ上に点 Bがある。

また， y軸上に 2 点 P，Q があり，点 P の y座標は点 Q

の y座標より大きい。四角形 APBQ は，面積 136 の平行

四辺形である。このとき，次の問いに答えよ。 

(1) aの値を求めよ。 

(2) 直線 ABの方程式を求めよ。 

(3) 点 Pの座標を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 
2
1

=a  (2) 83 += xy  (3) 







2
33,0  

[解説] 

(1) ( )02 >= aaxy 上に点 A(8，32)があるので， 32,8 == yx を
2axy = に代入して， 

2832 ×= a ，
2
1

=a  

(2) 線分 ABと PQの交点を Hとする。P，Qがともに y
軸上にあるので，Hは y軸上にあり，その x座標は0で
ある。平行四辺形の対角線の交点 Hは線分 ABの中点に

なる。 

点 Bの x座標を tとおき， x座標に注目すると， 

0
2

8
=

+t
 ゆえに 8−=t  

2

4
1 xy −= に 8−=x を代入すると， 

( ) 168
4
1 2 −=−×−=y  よって B(－8，－16) 

次に，直線 ABの式を cbxy += とおく。 

点 A(8，32)は cbxy += 上にあるので， 32,8 == yx を代入して， cb += 832 ･･･① 
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また，点 B(－8，－16)も cbxy += 上にあるので， 16,8 −=−= yx を代入して， 

cb +−=− 816 ･･･② ①，②を cb, についての連立方程式として解く。 

①－②より， ( ) ( )cbcb +−−+=−− 881632 ， cbcb −++= 8848 ， b1648 =  

よって， 1648÷=b ， 3=b  

①に 3=b を代入すると， c+×= 3832 ， 2432 −=c ， 8=c  

ゆえに直線の式は 83 += xy  

 

(3) △APQの面積は平行四辺形 APBQの半分なので 682136 =÷ である。 

点 Aの座標が(8，32)なので，PQを△APQの底辺としたときの高さは8である。 

よって(△APQの面積)＝
2
1
×PQ×8＝68 ゆえに PQ＝17 

ところで，直線 ABの y軸との交点を Hとすると，直線 ABの式 83 += xy より， 

Hの y座標は 8 

HP＝
2
1

PQ＝
2

17
 

ゆえに Pの y座標は
2
338

2
17

=+  

ゆえに点 Pの座標は 







2
33,0  
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【】線分比・面積比 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図において，曲線①は関数
2xy = のグラフである。

点 A(0，6)を通る右下がりの直線②が曲線①と交わる 2点

のうち x座標が負の点を Pとし，また，直線②と x軸との
交点を Q とする。PA：AQ＝1：3 となるとき，点 P の座

標を求めよ。(茨城県) 

[解答欄] 

 

[解答] ( )8,22−  

[解説] 

Pから x軸に垂線 PHをひく。 

AO // PHなので，平行線の性質より， 

AO：PH＝QA：QP 

PA：AQ＝1：3なので，QA：QP＝3：(3＋1)＝3：4 
また，Aの y座標が 6なので，AO＝6 

よって，6：PH＝3：4 

比の内項の積は外項の積に等しいので， 

PH×3＝6×4，PH＝6×4÷3＝8 
よって，点 Pの y座標は 8である。 

点 Pは 2xy = 上の点なので， 8=y を 2xy = に代入して， 28 x= となる。 

x＜0なので， 22248 −=×−=−=x  よって，点 Pの座標は ( )8,22− となる。 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図の放物線は関数
2axy = のグラフであり，直線 lと

2点 A，Bで交わっている。また，点 Cは直線 lと y軸との
交点である。点 Aの x座標が－2，直線 lの傾きが 3であり，

△AOCと△BOCの面積比が 1：3であるとき，aの値を求

めよ。(三重県) 
[解答欄] 
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[解答]
4
3

=a  

[解説] 
<Point> 面積比→底辺の比→ x座標の比 

△AOCの底辺を AC，△BOCの底辺を BCとすると， 

高さは共通になるので， 

AC：CB＝(△AOCの面積)：(△BOCの面積)＝1：3 となる。 

図のように，x軸に垂線 AP，BQをひくと，AP//CO//BQなので， 

PO：OQ＝AC：CB＝1：3となる。 

点 Aの x座標は－2なので Pの x座標も－2で，点 Qの x座標は 

2×3＝6になる。したがって，点 Bの x座標も 6になる。 

点 A，Bは 2axy = 上にあるので， 

点 Aの y座標は， 2−=x を
2axy = に代入して， ( ) aay 42 2 =−×=  

点 Bの y座標は， 6=x を 2axy = に代入して， aay 3662 =×=  

したがって，(直線 ABの傾き)＝ ( ) 34
8

32
26
436

===
−−
− aaaa

 

よって，
4
343 =÷=a  

 

 
[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，原点を Oとし，2つの関数 2

2
3 xy = ･･･①，

2axy = ･･･②のグラフがある。2 点 A，B は①のグラフ上にあ
り，点 Aの x座標は 2で，点 Bは点 Aと y軸について対称な点

である。直線 OAと②のグラフとの交点を Cとする。△OABと

△OBCの面積の比が 2：3となるとき，aの値を求めなさい。 

(佐賀改) 

[解答欄] 

 

[解答] 1−=a  
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[解説] 
<Point> 面積比→底辺の比→ x座標の比 

△OABの底辺を OA，△OBCの底辺を OCとすると， 

高さはともに BH で共通になるので，底辺の比は面積比と等しくな

る。したがって，OA：OC＝2：3 

点 A，Cから x軸に垂線 AQ，CPをひくと， 

CP // AQなので，OQ：OP＝OA：OC＝2：3となる。 

OQ＝2なので，2：OP＝2：3 

よって，OP＝3となる。 
したがって，点 Cの x座標は－3となる。あと，点 Cの y座標がわ

かれば，
2axy = のaの値を求めることができる。 

そこで，直線 CAの式を求める。 

点 Aは x座標が 2なので， 2

2
3 xy = に 2=x を代入すると， 62

2
3 2 =×=y  

よって，直線 CAの傾きは 3
2
6
= となり，CAの式は xy 3= となる。 

点 Cの x座標は－3なので， xy 3= に 3−=x を代入して， ( ) 933 −=−×=y  

したがって，点 Cの座標は(－3，－9)となる。 

点 Cは 2axy = 上にあるので， 9,3 −=−= yx を
2axy = に代入して， 

( )239 −×=− a ， 99 −=a  よって， 1−=a  

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，関数
2

2
1 xy = のグラフ上の点 A(－4，8)，

B(2，2)を通る直線 lがある。また，この直線が y軸および関

数
x
ay = ( aは負の定数，x＞0)のグラフと交わる点を，それ

ぞれ P，Qとする。△OAP：△OQP＝2：3になるとき，aの
値を求めよ。(沖縄県) 

[解答欄] 
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[解答] 12−=a  

[解説] 

<Point> 面積比→底辺の比→ x座標の比 

△OAPの底辺を AP，△OQPの底辺を PQとすると，

高さは Oから lにおろした垂線の長さで共通になる。 

したがって，底辺の比は面積比と等しくなり， 

AP：PQ＝△OAP：△OQP＝2：3 になる。 

右図のように，点 A，Q から x軸に垂線 AC，QD をひ

くと，AC // PO // QDなので， 

CO：OD＝AP：PQ＝2：3 

CO＝4なので，4：OD＝2：3 となる。 

したがって，OD＝6 

よって，点 Qの x座標は 6になる。 

点 Qの y座標がわかれば，
x
ay = に代入してaの値を求めることができる。 

そこで，直線 lの式を求める。 

直線 lの式を cbxy += とおく。 

直線 lは A(－4，8)を通るので， cbxy += に 8,4 =−= yx を代入して， 

cb +−= 48 ･･･① 

直線 lは B(2，2)を通るので， cbxy += に 2,2 == yx を代入して， 

cb += 22 ･･･② 

①－②より， ( )cbcb +−+−=− 2428 ， b66 −=  よって， ( ) 166 −=−÷=b  

②に 1−=b を代入して， ( ) c+−×= 122 ， 422 =+=c  

よって，直線 lの式は， 4+−= xy  

x座標が 6である点 Qは直線 l上にあるので， 4+−= xy に 6=x を代入して， 

246 −=+−=y  

よって，点 Qの座標は(6，－2) 

点 Qは
x
ay = 上にもあるので， 2,6 −== yx を

x
ay = に代入して， 

( ) 62,
6

2 ×−==− aa
 よって， 12−=a  
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，関数
2

2
1 xy = ，

2

4
1 xy = のグラフと，原点

を通る直線との交点をそれぞれ A，B とする。点 B から x軸に
垂線 BCをひく。点 Bの座標が(6，9)のとき，△BOCと△BAC

の面積の比を求めなさい。 

(埼玉県) 

[解答欄] 

 

[解答]2：1 

[解説] 
<Point> x座標の比→底辺の比→面積比 

△BOCの底辺を OB，△BACの底辺を ABとすると，高さは共

通になる。したがって，△BOCと△BACの面積の比は底辺の比 

OB：ABと等しくなる。点 Aの座標がわかれば，この比がわか

る。･･･① 
まず，直線 OBの式を求める。OBは原点を通る直線なので，そ
の式は axy = とおくことができる。点 Bの座標は(6，9)なので， 

9,6 == yx を axy = に代入して， 

2
3

6
969,69 ==÷=×= aa  よって OBの式は xy

2
3

= となる。 

次に， xy
2
3

= と 2

2
1 xy = の交点 Aを求める。 

2

2
1 xy = を xy

2
3

= に代入して， xx
2
3

2
1 2 =  

両辺を 2倍して， xx 32 = ， ( ) 03,032 =−=− xxxx  よって， 3,0=x  

したがって，点 Aの x座標は 3=x で，右上図の OH＝3となる。 

したがって，OA：OB＝OH：OC＝3：6＝1：2 

よって，OB：AB＝2：(2－1)＝2：1 

①より，△BOCと△BACの面積の比は 2：1となる。 
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[問題](2学期期末) 
 次の図のように，放物線

2axy = と直線

bxy +=
3
1
がある。放物線と直線の交点を A，

Bとし，直線と x軸，y軸の交点をそれぞれC，

D とする。いま，点 A の x座標が－2，点 B

の座標が(3，3)である。 

(1) ba, の値を求めなさい。 

(2) 点 Cの座標を求めなさい。 
(3) y軸上に点 E(0，7)をとるとき，△ABE と△ACE の面積の比を最も簡単な整数比で

表しなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 
3
1

=a ， 2=b  (2) (－6，0) (3) 5：4 

[解説] 

(1) 2axy = は点 B(3，3)を通るので， 3,3 == yx を
2axy = に代入すると， 

233 ×= a  ゆえに
3
1

=a  bxy +=
3
1
は点 B(3，3)を通るので， 3,3 == yx を直線

bxy +=
3
1
に代入すると， b+=13  ゆえに 2=b  

(2) 点 C は x 軸上にあるので， y 座標は 0  2
3
1

+= xy に 0=y を代入すると，

2
3
10 += x ，両辺を 3倍して， 60 += x  

ゆえに 6−=x  よって，点 Cの座標は(－6，0) 

(3) C，A，Bの x座標がそれぞれ－6，－2，3である

ことから CA：AB＝4：5 

△ABE と△ACE の底辺をそれぞれ AB，AC とする

と，高さは共通になる。よって底辺の比が面積比と

なる。ゆえに△ABE：△ACE＝5：4 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図は，関数
2xy = のグラフである。このグラフ上に 3点 A，

B，Cがあり，それぞれの x座標は－4，－1，2である。点 Dを四

角形 ABCDが平行四辺形になるようにとり，線分 AC，BCが y軸

と交わる点をそれぞれ P，Qとする。このとき，△CPQと平行四

辺形 ABCDの面積の比を求めよ。(岩手県) 
[解答欄] 

 

[解答]1：9 
[解説] 

<Point> x座標の比→底辺の比→面積比 

右図のように， x軸に A，B，C からそれぞれ垂線 AE，BF，CG

をひく。また，右図の△PBQの面積を aとおく。 

△PBQ の底辺を BQ，△PQC の底辺を QC とすると，高さは共通

なので，面積比は底辺の比と等しくなり， 

(△PBQの面積)：(△PQCの面積)＝BQ：QC 

BF // QO // CGなので，BQ：QC＝FO：OG＝1：2 

よって，(△PBQの面積)：(△PQCの面積)＝1：2 

(△PBQの面積)＝aなので，(△PQCの面積)＝2a 

したがって，(△BCPの面積)＝a＋2a＝3a 

次に，△ABPの面積を aをつかって表す。 

△ABPの底辺を AP，△BCPの底辺を PCとすると，高さは共通なので，面積比は底辺の

比と等しくなり， 

(△ABPの面積)：(△BCPの面積)＝AP：PC 

AE // PO // CGなので，AP：PC＝EO：OG＝4：2＝2：1 

よって，(△ABPの面積)：(△BCPの面積)＝2：1 

(△BCPの面積)＝3aなので，(△ABPの面積)＝6a 

よって，(△ABCの面積)＝(△ABPの面積)＋(△BCPの面積)＝6a＋3a＝9a 

(平行四辺形 ABCDの面積)＝(△ABCの面積)×2＝9a×2＝18a 

よって，(△CPQの面積)：(平行四辺形 ABCDの面積)＝2a：18a＝1：9 
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[問題](3学期) 

 右の図で，A は関数 2

2
1 xy = のグラフ上の点で，線分

ABは x軸に垂直である。また，Pは関数 2

2
1 xy = のグ

ラフ上にあって x＞0 の範囲を動く点であり，C は直線

PBと y軸との交点である。点Aの x座標が 4− のとき，

次の問いに答えよ。 

(1) 点Pの x座標が2であるとき直線PAの式を求めよ。 

(2) △PABが，PA＝PBの二等辺三角形になるとき，点

Pの座標を求めよ。 

(3) △ABCの面積が△ACPの面積の2倍になるとき，点 Bを通り，△ABPの面積を二等

分する直線の式を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 4+−= xy  (2) ( 22 ，4 ) (3) 
3
20

3
5

+= xy  

[解説] 

(1) 直線 APの式を baxy += とおく。 

 点 Aの x座標が 4− なので，点 Aの y座標は 2

2
1 xy = に 4−=x を代入して 

( ) 84
2
1 2 =−×=y  baxy += に 8,4 =−= yx を代入して ba +−= 48 ･･･① 

点 Pの x座標が2なので，点 Pの y座標は 2

2
1 xy = に 2=x を代入して 

22
2
1 2 =×=y  baxy += に 2,2 == yx を代入して ba += 22 ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 

②－①より， ( )baba +−−+=− 4282 ， baba −++=− 426 ， 1,66 −==− aa  

これを②に代入すると， 4,22 =+−= bb  

ゆえに 4,1 =−= ba  よって直線 APの式は， 4+−= xy  
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(2) △PAB が，PA＝PB の二等辺三角形であることから，点 P
の y座標は点 Aと点 Bの y座標の中点となる。点 Aの y座標

は(1)より8なので，点 Pの y座標は 4
2

08
=

+
=y  

2

2
1 xy = に 4=y を代入すると

2

2
14 x= ， 82 =x ， 0>x なの

で 228 ==x  

ゆえに点 Pの座標は( 22 ，4 ) 
(3) △ABCの底辺を BC，△ACPの底辺を CPとすると，高さ

はともに図の AH。高さが同じなので底辺の長さの比が面積比

と等しくなる。 

△ABCの面積が△ACPの面積の 2倍になるので， 

BC：CP＝2：1となる。 

よって，点 Bの x座標が 4− なので，点 Pの x座標は2，点 P

の y座標は 22
2
1 2 =×=y  ゆえに点 Pの座標は( 2，2 )とな

る。(1)より点 Aの座標は( 4− ，8 ) 点 Bを通り，△ABPの面積を 2等分する直線は AP

の中点M 





 ++−

2
28,

2
24

＝( 1− ，5 )を通る。 

直線 BMの式を dcxy += とおく。 

点Mを通るので， 5,1 =−= yx を代入して， dc +−=5 ･･･③ 

点 Bを通るので， 0,4 =−= yx を代入して， dc +−= 40 ･･･④ 

③，④を連立方程式として解く。 

③－④より，
3
5,35 == cc  これを③に代入すると， d+−=

3
55 ，

3
20

3
55 =+=d  

ゆえに，
3
5

=c ，
3
20

=d  

よって，求める直線の式は，
3
20

3
5

+= xy  
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【】等積変形① 

[問題](増補 10)(2学期期末) 

右の図のように，放物線
2xy = と直線 6+= xy との交

点を A，Bとする。Oを原点とするとき，放物線 2xy = 上
の Oから Bまでの間に点 Pをとって，△AOB＝△APBと

なるようにしたい。このとき，点 Pの座標を求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答](1，1) 

[解説] 

<Point> 平行線を引き，等積変形 

右図のように，原点を通って，AB に平行な直線を引くと，

放物線と交わる点が求める点 Pになる。 

△AOB と△APB の共通の底辺を AB とすると，AB // OP

ならば，右図のように，OG＝OHとなり，高さが等しくな

るので，2つの三角形の面積は等しくなる。 

OPの傾きは直線 AB( 6+= xy )の傾きと同じなので，OPの式は， xy = となる。 xy =

と
2xy = の交点を求めるために， xy = と 2xy = を連立方程式として解く。 2xy = を

xy = に代入して， ( ) 1,0,01,0, 22 ==−=−= xxxxxxx  

よって，点 Pの x座標は 1になる。 1=x を xy = に代入すると， 1=y  

よって，点 Pの座標は，(1，1)となる。 

 

[問題](3学期) 

 右の図で，曲線は関数 2axy = である。曲線①上に 3点 A，B，

Cをそれぞれ x座標が，－2，1，3となるようにとる。ただし，

a＞0とする。点 Dの座標が(－1，10)のとき，△ABCと△ABD

の面積が等しくなるようにaの値を求めなさい。 
[解答欄] 
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[解答]
13
10

=a  

[解説] 

△ABCと△ABDの底辺を ABとすると，面積が等しくなる

ことから，ABを共通の底辺としたとき，この 2つの三角形

の高さは等しい。 

よって AB // DCで，直線 ABと直線 DCの傾きは等しい。 

点 Aは 2axy = 上にあり， x座標が－2なので， 

2−=x を
2axy = に代入して， ( ) aay 42 2 =−×=  

よって，点 Aの座標は( 2− ， a4 )になる。 

同様にして，点 B(1， a )，点 C(3， a9 )になる。 

点 D(－1，10)なので， 

(ABの傾き)＝ ( ) aaa
−=

−−
−

21
4

 

(DCの傾き)＝ ( ) 4
109

13
109 −

=
−−
− aa

 

直線 ABと直線 DCの傾きは等しいので， 

4
109 −

=−
aa ， 1013,1094 −=−−=− aaa  ゆえに，

13
10

=a  

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，関数
2axy = ( aは正の定数)のグラ

フと 2 点 A(1，3)，B(－3，1)がある。点 O は原点とす

る。点 Aを通り y軸に平行な直線と 2axy = のグラフと

の交点を Pとする。△ABPの面積と△ABOの面積が等

しくなるとき，aの値を求めよ。ただし，0＜ a＜3とす

る。(北海道) 

[解答欄] 

 

[解答]
2
1

=a  
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[解説] 

BA // OPのとき，△ABPと△ABOの面積は等しくなる。 

(直線 BAの傾き)＝ ( ) 2
1

4
2

31
13

==
−−
−

 

したがって，直線 OPの傾きも
2
1
なので， 

直線 OPの式は xy
2
1

=  

APは y軸に平行なので，点 Pの x座標は，点 Aの x座標と同じで， 1=x となる。 

xy
2
1

= に 1=x を代入すると，
2
1

=y  

よって，点 Pの座標は 







2
1,1  

点 Pは 2axy = 上にあるので，
2axy = に 1=x ，

2
1

=y を代入して， 

21
2
1

×= a  よって，
2
1

=a  

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 右の図のように，関数
2axy =  のグラフ上に 2点 A(2，1)，

B(－6，9)がある。原点を Oとして，次の 

問いに答えよ。(長崎県) 

(1) aの値を求めよ。 

(2) 直線 ABの式を求めよ。 

(3) 関数 2axy = のグラフ上に点 P をとり，直線 AB と直線

OPが平行になるようにする。このとき，三角形 ABPの面

積を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 
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[解答](1) 
1
4
 (2) 3+−= xy  (3) 12 

[解説] 

(1) 点 A(2，1)は 2axy = 上にあるので，
2axy = に x＝2， y＝1を代入して， 

41 ×= a ，よって，
4
1

=a  

(2) 直線 ABの式を cbxy += とおく。 

点 A(2，1)は cbxy += 上にあるので， cbxy += に x＝2， y＝1を代入して， 

cb += 21 ， 12 =+ cb ･･･① 

点 B(－6，9)は cbxy += 上にあるので， cbxy += に x＝－6， y＝9を代入して， 

cb +−= 69 ， 96 =+− cb ･･･② 

①－②より， ( ) ( ) ( )88,88,9162 −÷=−=−=+−−+ bbcbcb ，よって， 1−=b  

①に 1−=b を代入すると， 3,12 ==+− cc  

ゆえに，直線 ABの式は 3+−= xy となる。 

 

(3) △ABPと△ABOで，ABを共通の底辺とすると， 

AB // OPなので，2つの三角形の高さは等しくなり， 

(△ABPの面積)＝(△ABOの面積) となる。 

そこで，△ABOの面積を，右図の△ACOと△BCOに分割し

て求める。 

直線 ABの式は 3+−= xy なので， y切片は 3で，OC＝3 

点Aの x座標は2なので，△ACOの底辺をOC＝3とすると，

高さは AD＝2 

よって，(△ACOの面積)＝(底辺 OC)×(高さ AD)÷2＝3×2÷2＝3 

同様にして，(△BCOの面積)＝(底辺 OC)×(高さ BE)÷2＝3×6÷2＝9 

よって，(△ABOの面積)＝(△ACOの面積)＋(△BCOの面積)＝3＋9＝12 

ゆえに，(△ABPの面積)＝(△ABOの面積)＝12 

 

 



 39

【】等積変形② 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図は，関数
2

2
1 xy = のグラフである。このグラフ上に 2点

A，B があり， x座標はそれぞれ－4，2 である。△AOC の面積
が△AOBの面積の 2倍となるように，y軸上に点C(0，c)をとる。

このときの cの値を求めなさい。ただし，c＞0とする。 

(富山県) 

[解答欄] 

 

[解答]c＝12 

[解説] 

まず，右図のように，点 Bを通って直線 AOに平行な直線 BDを

ひく。△AOBと△AODで，AOを共通の底辺とすると， 

AO // BDなので，それぞれの三角形の高さ(BGと DF)は等しくな

る。よって，(△AOBの面積)＝(△AODの面積)となる。 
次に， y軸上の正の部分に CO＝2DOとなる点 Cをとる。 

△AOCと△AOBで，AOを共通の底辺とすると， 

△AOCの高さ CEは，△AOBの高さ BGの 2倍になる。 

したがって，(△AOCの面積)＝(△AOBの面積)×2になる。 
点 Cの y座標は，点 Dの y座標の 2倍になる。 

そこで，直線 BDの式を求める。 

点 Aの x座標は－4なので， 2

2
1 xy = に代入して， ( ) 84

2
1 2 =−×=y  

点 Bの x座標は 2なので， 2

2
1 xy = に代入して， 22

2
1 2 =×=y  

よって，(直線 BDの傾き)＝(直線 AOの傾き)＝ 2
04

08
−=

−−
−

 

したがって，BDの式は bxy +−= 2 とおくことができる。 

bxy +−= 2 は点 B(2，2)を通るので， 2,2 == yx を代入して， 

b+×−= 222 ， b+−= 42 ， 642 =+=b  
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よって，BDの式は 62 +−= xy となる。 

点 Dは 62 +−= xy の y切片なので，点 Dの y座標は 6になる。 

点 Cの y座標は点 Dの y座標の 2倍なので，c＝6×2＝12 となる。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図において，①は関数
2axy = のグラフで，②は

傾きが
2
1
の直線であり，①と②は 2 点 A，B で交わっ

ている。点 A の座標が(－2，3)であるとき，次の問い

に答えなさい。(高知県) 

(1) 定数aの値を求めよ。 

(2) x軸上に x座標が正である点Pをとり，△PABの面積が△OABの面積の2倍となるよう

にしたい。このときの点Pの x座標を求めよ。 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 
4
3

=a  (2) 8 

[解説] 

(1) 点 A(－2，3)は 2axy = 上にあるので， 

3,2 =−= yx を
2axy = に代入して， 

( ) 34,23 2 =−×= aa  よって，
4
3

=a  

(2) まず，直線②の式を求めておく。 

直線②の傾きは
2
1
なので， bxy +=

2
1
とおく。 

点 A(－2，3)は bxy +=
2
1
上にあるので， 3,2 =−= yx を代入して， 

( ) bb +−=+−×= 13,2
2
13  よって， 4=b  
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したがって，直線②の式は， 4
2
1

+= xy  

よって，②と y軸との交点を Cとすると，点 Cの座標は(0，4)となる。 

ここで，右図のように，CO＝DO となる点 D(0，－4)を

とる。 

点 Dを通り②に平行な直線 DPをひく。 

△OABと△PABで，ABを共通の底辺とすると， 

△OABの高さは OH，△PABの高さは PGとなる。 

CO＝DOなので，PG＝OH×2となる。 

したがって，(△PABの面積)＝(△OABの面積)×2になる。 

点 Pの座標を求めるために直線 DPの式を求める。 

直線 DPは②と平行なので傾きは
2
1
である。また点 Dの座標は(0，－4)なので， y切片は

－4である。したがって，直線 DPの式は， 4
2
1

−= xy である。 

点 Pの y座標は 0なので， 4
2
1

−= xy に 0=y を代入して， 4
2
10 −= x  

両辺を 2倍すると， 08 =−x  よって 8=x  

よって，点 Pの x座標は 8になる。 
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【】座標 t→方程式 

[問題](3学期) 

 図で，A，B は関数 2

4
1 xy = のグラフ上の点で四角形

ABCDは正方形である。辺 ABが x軸に平行で，点 Cの y

座標が 5のとき，点 Bの座標を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]B(2，1) 

[解説] 

点 Bの x座標を tとすると B 





 2

4
1, tt  

点Ｃの y座標が5なので，BC= 2

4
15 t−  

また，点 Bの x座標は tなので，AB＝ t2  

四角形 ABCDは正方形なので， 2

4
152 tt −=  

2208 tt −= ， 02082 =−+ tt  

( )( ) 0102 =+− tt  ゆえに 10,2 −=t  0>t なので 2=t  

2

4
1 xy = に 2== tx を代入すると， 1=y  ゆえに B(2，1) 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図において，l は 2xy = のグラフを，mは 2

4
1 xy −=  

のグラフを表す。Aは l 上を動く点で，Aの x座標は正の範囲
にあるものとする。A を通り x軸に平行な直線をひき，これ
が， l と再び交わる点を Bとする。また，m上に 2点 C，D

をとり，長方形 ABCDをつくる。Oは原点であり， x軸の 1

目もりと y軸の 1目もりとの長さは等しい。長方形 ABCDが

正方形になるように点 Aをとるとき， Aの x座標を求めよ。
(大阪府) 
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[解答欄] 

 

[解答]
8
5

 

[解説] 

点 A の x座標を tx = とおくと，AB は x軸に平行なので，
Bは y軸について Aと対称になる。よって，点 Bの x座標

は tx −= となる。 

したがって，AB＝ ( ) ttt 2=−− ･･･① 

点 Aの y座標は， 2xy = に tx = を代入して， 2ty =  
ADは y軸に平行なので点 Dの x座標も tx = となる。 

点 Dの y座標は， 

2

4
1 xy −= に tx = を代入して， 2

4
1 ty −=  

したがって，AD＝ 22222

4
5

4
1

4
1 ttttt =+=






−− ･･･② 

長方形 ABCDが正方形になるためには，AD＝AB 

①，②より， 0
5
85,085,85,2

4
5 222 =






 −=−== tttttttt  

0>t なので， 0
5
8
=−t  よって，

5
8

=t  

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図のように，頂点 Aは関数 22xy = のグラフ上に，頂点 B，

C は関数 2xy −=  のグラフ上にあり，辺 AC が y軸に平行，辺
BCが x軸に平行な直角三角形 ABCがある。項点 Aの x座標を 

a(a＞0)とする。直角三角形 ABCが AC＝BCの直角二等辺三角形

になるとき，aの値を求めよ。 

(岩手県) 

[解答欄] 
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[解答]
2
3

 

[解説] 

まず，BCの長さを aを使って表す。 
BCは x軸に平行なので，Bは y軸について Cと対称になる。 

点Cの x座標が x＝aなので，点Bの x座標は x＝－aになる。 

したがって，BC＝a－(－a)＝2a･･･① 

次に，ACの長さを aを使って表す。 

点 Aの y座標は， 22xy = に x＝aを代入して， y＝2a2 

点 Cの y座標は， 2xy −= に x＝aを代入して， y＝－a2 

したがって，AC＝2a2－(－a2)＝3a2･･･② 

AC＝BCなので，①，②より，3a2＝2a，3a2－2a＝0，a(3a－2)＝0 

a＞0なので，3a－2＝0，3a＝2 よって，a＝
3
2

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，曲線アは関数
22xy = のグラフで，直線イは

関数 1
2
1

−= xy のグラフである。正方形 ABCDにおいて，

辺 AD，ABはそれぞれ x軸， y軸に平行で，項点 Aは曲

線アの上に，頂点 Cは直線イの上にある。Aの x座標が 2

のとき，Cの x座標を求めよ。(茨城県) 

[解答欄] 

 

[解答]
22
3

 

[解説] 

正方形 ABCDの 1辺の長さを tとおくと， 

右図から，点 Cの x座標は tx += 2 となる。 

また，Aの y座標は 222×=y ＝8で，AB＝ tなので， 

点 Bの y座標は ty −= 8 となる。 
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したがって，点 Cの y座標も ty −= 8 となる。 

点 Cの x座標 tx += 2 ， y座標 ty −= 8 を 

1
2
1

−= xy に代入すると， ( ) 12
2
18 −+=− tt  

両辺を 2倍して， 163,16222,22216 −=−−−=−−−+=− ttttt  

よって，
3

16
=t  点 Cの x座標は，

3
22

3
1622 =+=+= tx  

 

 
[問題](増補 10)(補充問題) 

 右の図で，�ABCは�A＝90°の直角三角形である。2つの頂

点 B，Cは 2

3
1 xy = のグラフ上にあり，辺 ACは x軸に平行で

ある。AB：AC＝4：3，点 Bの座標を(－3，3)とするとき，点

Cの座標を求めよ。ただし，点 Cの x座標は正である。 

(千葉県) 

[解答欄] 

 

[解答] 







3
49,7  

[解説] 

点 Cの x座標を tとおく( t＞0)。 

Cは 2

3
1 xy = のグラフ上にあるので，点Cの y座標は 2

3
1 ty =  

よって，AB＝ 3
3
1 2 −t ，AC＝ ( ) 33 +=−− tt  

AB：AC＝4：3 なので， 





 − 3
3
1 2t ： ( )3+t ＝4：3 

比の外項の積は内項の積と等しいので， 

( ) 4333
3
1 2 ×+=×






 − tt ， 0214,1249 22 =−−+=− tttt ， ( )( ) 037 =+− tt  
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0>t なので， t＝7  

2

3
1 ty = ＝

3
497

3
1 2 =×  

よって，点 Cの座標は， 







3
49,7  

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図で，2 点 A，B は関数 2xy = のグラフ上の点であ

り，点 Cは関数 2

4
1 xy =  のグラフ上の点である。線分 AC

が x軸に平行で，線分 BCが y軸に平行で，2点 A，Bの x

座標は正である。AC：BC＝1：9であるとき点 Aの座標を

求めよ。 

(千葉県) 

[解答欄] 

 

[解答](3，9) 

[解説] 

点 Aの x座標を tとおく( t＞0)。 

点 Aは 2xy = のグラフ上にあるので， y座標は， y＝ 2t  

点 Cの y座標は点 Aの y座標と同じ y＝ 2t  

そこで，点 Cの x座標を求める。 

点 Cは関数 2

4
1 xy =  のグラフ上にあるので， y＝ 2t  

を代入して，
2222 4,

4
1 txxt ==  

t＞0， x＞0なので， x＝ t2  

点 Bの x座標は，点 Cの x座標と同じ tx 2= である。 

点 Bは 2xy = のグラフ上にあるので， y座標は， 

( ) 22 42 tty ==  
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よって，BC＝ 222 34 ttt =− ，AC＝ ttt =−2  

AC：BC＝1：9 なので， t： 23t ＝1：9 

比の内項の積は外項の積に等しいので， 03,3,93,913 2222 =−==×=× tttttttt ， 

( ) 03 =−tt  

t＞0 なので， t＝3 

9322 ==t なので，点 Aの座標は(3，9) 

 

 

[問題](2学期期末) 

 右の図で，2点 A，Bは関数 2xy = のグラフ上の点であり，

2点 C，Dは x軸上の点です。また，点 Eは y軸上の点です。 
 線分 AC，BDがそれぞれ y軸に平行で，線分 EBが x軸に

平行であるとき，次の問いに答えなさい。(ただし，2点 C，D

の x座標は正であり，点 Dの x座標は点 Cの x座標より大き
いとします。) 

(1) 点 Dの x座標が点 Cの x座標の 3倍であるとき，点 Bの

y座標は点 Aの y座標の何倍であるか求めなさい。 

(2) 線分 CDの長さが 2，△ABEの面積が 40であるとき，点 Aの座標を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 9倍 (2) (3，9) 

[解説] 

(1) 点 Cの x座標をaとすると，点 Bの x座標は a3  

このとき点 Cの y座標は 2ay = ，点 Bの y座標は ( ) 22 93 aay ==  よって9倍 

(2) 点 Aの x座標をbとおくと y座標は 2b ， 

線分 CDの長さが 2なので，点 Bの x座標は 2+b ， 

y座標は ( )22+b  

△ABEで，底辺を BEとすると，底辺＝ 2+b  

高さ＝ ( ) 442 22 +=−+ bbb  

よって，面積＝ ( ) ( ) 40442
2
1

=+×+× bb  



 48

( ) 408844
2
1 2 =+++ bbb ， 40462 2 =++ bb ， 03662 2 =−+ bb  

01832 =−+ bb ， ( )( ) 036 =−+ bb  

0>b なので 3=b  

ゆえに点 Aの x座標は3， y座標は 2xy = に 3=x を代入して 932 ==y  

ゆえに点 Aの座標は ( )9,3  

 

 

[問題](2学期中間) 

 右の図で，四角形 ABCDは長方形で，辺 BCは x軸上
にあり，頂点 A，Dはそれぞれ直線 xy 2= ， 6+−= xy

上にある。長方形 ABCDの面積が 6となるときの点 Aの

座標を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答](1，2) 

[解説] 
点 Aの x座標を tとおくと，点 Aの y 座標は 

xy 2= に代入して， ty 2=  

よって点 Dの y 座標も ty 2=  

6+−= xy に ty 2= を代入すると， 

62 +−= xt ，∴ 62 +−= tx  

点 Dの x座標は 62 +−= tx  

よって BCの長さは 6362 +−=−+− ttt  

また，ABの長さは t2  

よって，長方形 ABCDの面積は，BC×AB＝6なので， ( ) 6263 =×+− tt  

012,06126,6126 222 =+−=−+−=+− tttttt  

よって， ( ) 01 2 =−t  ゆえに， 1=t  
よって点 Aの x座標は 1，点 Aの y座標は 2122 =×== ty  

ゆえに，点 Aの座標は(1，2)となる。 
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【】格子点 

[問題](2学期期末) 

 右の図のように，関数
2xy = とこのグラフ上の 

点 A(2，4)が与えられている。また x座標， y座標が，

ともに整数となるような点を格子点という。 
(1) 点 Aを通り x軸に平行な直線と，この関数のグラフ
とで囲まれた図形の内部の格子点は何個か。ただし

線上の点は内部に含めない。 

(2) x軸上に点 B(b，0)をとり，直線 ABとこの関数の

グラフで囲まれた図形の内部の格子点が 5個である

とき，bの値のとり得る範囲を求めよ。ただし，線上の点は内部に含めない。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 7個 (2) 46 −<− b≦  

[解説] 

(1) 右図より 7個 

(2) 条件をみたすのは右図の lとmの間 

lの式は，図より傾きが
2
1
で， y切片が3なので， 

3
2
1

+= xy ･･･① 

mの式の傾きは図より
3
2
， cxy +=

3
2
とおく。 1−=x のとき 2=y なので， 

代入して，
3
8

3
22,

3
22 =+=+−= cc  ゆえに，mの式は

3
8

3
2

+= xy ･･･② 

①に 0=y を代入すると， 6,60,3
2
10 −=+=+= xxx  

②に 0=y を代入すると， 4,082,
3
8

3
20 −==++= xxx  

よって 46 −<− b≦  
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[問題](2学期期末) 

 右の図のように，関数
2axy = のグラフと直線 m があ

り，
2axy = のグラフと直線mは，2点 A(－2，3)，B(b，

12)で交わっています。ただし， 0>b とします。次の各

問いに答えなさい。 
(1) ba, の値を求めなさい。 

(2) 直線mの式を求めなさい。 

(3) 2axy = のグラフの Aから Bまでの部分で，x座標，
y座標がともに整数になる点はいくつありますか。

ただし，2点 A，Bも含めて数えるものとします。 

(4) 2axy = のグラフと直線 AB で囲まれる部分に， x座標も y座標もともに整数である
点はいくつありますか。ただし，

2axy = のグラフ上の点および線分 AB 上の点も含

めて数えるものとします。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 
4
3

=a ， 4=b  (2) 6
2
3

+= xy  (3) 4個 (4) 31個 

[解説] 

(1) 2axy = に A(－2，3)を代入すると， ( )223 −×= a で，
4
3

=a  放物線の式は
2

4
3 xy =  

2

4
3 xy = に B(b，12)を代入すると， 2

4
312 b=  0>b なので 4=b  

(2) dcxy += とおき，A(－2，3)，B(4，12)を代入すると， 

dcdc +=+−= 412,23  この連立方程式を解くと 6,
2
3

== dc  よって 6
2
3

+= xy  

(3) 放物線の AB間で 

0=x のとき 0=y ， 1±=x のとき
4
3

=y ， 2±=x のとき 3=y ， 3=x のとき
4
27

=y  

4=x のとき 12=y  

よって Aから Bまでの部分で， x座標， y座標がともに整数になる点は4個 
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(4) 条件をみたす点をあげると， 

・ 2−=x のとき 3=y で1個 

・ 1−=x のとき， ( ) 75.0
4
31

4
3 2 ==−×=y ， ( ) 5.461

2
3

=+−×=y より 

 5.475.0 ≦≦ y を満たす yは， 4,3,2,1=y で4個 

・ 0=x のとき， 00
4
3 2 =×=y ｍ 660

2
3

=+×=y より， 

 60 ≦≦ y を満たす yは，0から6までで7個 

・ 1=x のとき， 75.01
4
3 2 =×=y ， 5.761

2
3

=+×=y  

 5.775.0 ≦≦ y を満たす yは，1から7までで7個 

・ 2=x のとき， 32
4
3 2 =×=y ， 962

2
3

=+×=y  

 93 ≦≦ y を満たす yは，3から9までで7個 

・ 3=x のとき， 75.6
4
273

4
3 2 ==×=y ， 5.1063

2
3

=+×=y  

5.1075.6 ≦≦ y を満たす yは，7から10までで4個 

・ 4=x のときは 12=y で1個  以上より，合計31個 
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【】二次関数の応用（動点の問題） 

[問題](2学期中間) 

 右の図のような直角三角形 ABCがある。点 Pは辺

AB 上を毎秒 1cmの速さで，A から B まで動き，点

Qは辺 AC上を毎秒 2cmの速さで，Aから Cまで動

く。P，Qが同時に Aを出発してから x秒後の△APQ

の面積を y cm2とするとき，次の問いに答えなさい。 
(1) yを xの式で表しなさい。また， xの変域も求

めなさい。 

(2) △APQの面積が 12cm2になるのは，P，Qが出発してから何秒後か。 

[解答欄] 

(1)   (2)  

[解答](1) 2xy = ， 100 ≦≦ x  (2) 32 秒後 

[解説] 

(1) x秒後には，AP＝ x cm，AQ＝ x2 cm 

よって
22

2
1 xxxy =××=  

Pが B点に達するのは 10秒後，Qが C点に達するのも 10秒後 

よって xの変域は， 100 ≦≦ x  

(2) 2xy = に 12=y を代入すると，
212 x=  

0≧x なので 3212 ==x  よって 32 秒後 

 

[問題](2学期中間) 

 AB＝15cm，BC＝30cmの長方形 ABCDがある。右の図のように，

Pは AB上を毎秒 3cmの速さで Aから Bまで動く。また，Qは毎秒

2cmの速さで Dから Aまで動く。P，Qが出発して x秒後にできる

△DPQの面積を y cm2とするとき，次の問いに答えなさい。 
(1) yを xの式で表しなさい。 

(2) △DPQ の面積が長方形 ABCD の面積の
6
1
になるのは，P が出

発してから何秒後ですか。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 23xy =  (2) 5秒後 

[解説] 

(1) x秒後には，DQ＝ x2 cm，AP＝ x3 cmなので， 

(△DPQの面積)＝
2
1
×(底辺 DQ)×(高さ PA) 

2332
2
1 xxxy =××=  

(2) 長方形の面積は 30×15＝450cm2なので， 

75
6
1450 =×=y  cm2 

よって，
23xy = に 75=y を代入すると， 25,375,375 222 =÷== xxx  

0>x なので 5=x  これは条件を満たす。 

 

[問題](2学期中間) 

 右の図のように，縦が 5cm，横が 8cm の長方形

ABCDの辺上を，毎秒 1cmの速さで頂点 A→B→Cと

動く点 P がある。点 P が頂点 A を出発してから x秒

後の△APD の面積を y cm2とするとき，次の(1)～(3)

の問いに答えなさい。 
(1) 点 Pが辺 AB上にあるとき，yを xの式で表しな

さい。また，このときの xの変域を求めなさい。 

(2) 点 Pが辺 BC上にあるとき， yの値を求めなさい。また，このときの xの変域を求め

なさい。 

(3) 点 Pが頂点Aを出発してから頂点 Cまで動くときの x
と y関係を表すグラフを，解答用紙の図にかきなさい。 

[解答欄] 

(1)  

(2)  
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[解答](1) xy 4= ， 50 ≦≦ x  (2) 20=y ， 135 ≦≦ x  

[解説] 

(1) 毎秒 1cmの速さなので AP＝ x cm 

△APDで AD＝8cmを底辺とすると高さは AP＝ x cm 

よって，(△APDの面積)＝ xy ××= 8
2
1

， xy 4=  

Bにつくのは5秒後なので，変域は， 50 ≦≦ x  

(2) 点 Pが BC上にあるとき，底辺を AD＝8cmとすると 

高さは常に 5cmである。ゆえに 2058
2
1

=××=y  

点 Bにくるのは5秒後，点 Cにくるのは 1385 =+ 秒後なので， xの変域は 135 ≦≦ x  

 

 

[問題](2学期期末) 

 次の図のような，AD // BCの台形 ABCDがあり， 

AB＝6cm，BC＝10cm，AD＝8cm，∠A＝∠B＝90°

である。点 P，Q はそれぞれ点 A を同時に出発して，

点 Pは辺 AB，BC上を点 Aから点 Cまで毎秒 2cmの

速さで移動し，点 Qは辺 AD上を点 Aから点 Dまで毎

秒 1cm の速さで移動する。このとき，次の問いに答え

なさい。 
(1) 点 P，Qがそれぞれ点 Aを同時に出発してから x秒後の△APQの面積を y cm2とする

とき，次のそれぞれの場合について yを xの式で表し， xの変域も求めなさい。 

① 点 Pが AB上にあるとき 

② 点 Pが BC上にあるとき 

(2) AP＝PQ となるときの△APQ の面積を求めなさい。ただし，点 P，Q が点 A の位置

にあるときは除く。 

[解答欄] 

(1)①  ②  (2)  

[解答](1)① 2xy = ， 30 ≦≦ x  ② xy 3= ， 83 ≦≦ x  (2) 12cm2 
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[解説] 

(1)① 点 Pが点Bに到着するのは 326 =÷ 秒後 ゆえに点 PがAB上にあるときの xの変
域は 30 ≦≦ x  

AP＝ x2 ，AQ＝ xなので面積は 22
2
1 xxxy =×=  

② 点 Pが点 Cに到着するのは，( ) 82106 =÷+ 秒後 ゆえに点 Pが BC上にあるときの

xの変域は 83 ≦≦ x  

AQ＝ x cmを底辺とすると，高さは常に 6cm ゆえに xxy 36
2
1

=××=  

(2) Pが AB上にあるときは AP＜PQで AP＝PQとならない。 

Pが BC上にあるとき，AP＝PQであるので 

右図のような状態になる。 

図から明らかなように 

△APH≡△QPH 

ゆえに BP=AH＝
2
1

AQ，ゆえに AQ＝2BP 

AQ＝ x cm 

AP＋BP＝ x2 ，6＋BP＝ x2 ，BP＝ 62 −x  

ゆえに ( )622 −= xx  これを解いて 4=x  ゆえに 12433 =×== xy  

 

[問題](2学期期末) 

 右の図のように，点 O(0，0)，A(2，3)，B(3，3)， 

C(3，0)を頂点とする四角形 OABC において，動点 P は辺

OA，AB上を Oから Bまで動く。Pから x軸に垂線をひき，

x軸との交点を Q( x，0)とする。線分 PQ によって分けら

れた四角形 OABCの 2つの部分のうち，頂点 Oの側にある

方の面積を yとして，次の問いに答えなさい。 
(1) 次の場合について， yを xの式で表しなさい。 

① 20 ≦≦ x のとき 

② 32 ≦≦ x のとき 
(2) xと yとの関係を表すグラフをかきなさい。 
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[解答欄] 

(1)①  ②  

[解答](1)① 2

4
3 xy =  ② 33 −= xy  

[解説] 
(1)① 直線 OAの式は原点を通るので axy = とおける。 

点 Aを通るので 3,2 == yx を代入して a23 =  

ゆえに
2
3

=a  ゆえに OAの式は xy
2
3

=  

ゆえに OQ＝ xのとき PQ＝ x
2
3

 

よって面積 xxy
2
3

2
1

××=  
2

4
3 xy =  

② Pが AB上にあるとき，AP＝ 2−x なので 

(面積)＝△OAH＋四角形 

ゆえに ( ) 3232
2
1

×−+××= xy  33 −= xy  
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